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青少年問題の悩みなどお気軽に

あすの暮らしはわたしの手で

　　第4回

宇治市消費生活展

☆11月10（土）・11日（日）文化センターで☆

消費生活展は、安心できる暮らしを築くために、互いに考え合う場。便利

さの中で大切なものを失わないよう、自分自身の家庭を見直しましょう。

価ご

0774－24－0800

（ａｍ．・祝日除く毎日午前9時～午後6時）

▲着色料検出テストは、入場者の大きな関心を

呼びました（前回の消費生活展で）。

第
四
回
宇
治
市
消
費
委
握
が
、

十
一
月
十
・
十
一
日
（
午
前
十
時

1
午
後
四
時
）
の
二
日
間
、
宇
治

市
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
康
ｙ
。

一
般
に
は
、
祠
呑
ｒ
に
つ
い

て
、
＝
晟
は
あ
ま
昨
深
ぐ
意
識
さ

れ
て
い
な
い
ぷ
つ
で
す
。
し
か
し

事
実
上
、
自
給
自
足
の
不
可
能
な

現
代
で
は
、
私
た
ち
す
べ
て
が
消

費
者
で
あ
り
、
消
費
者
問
題
は
す

宇治市文化センター

（
交
通
案
内
）
京
阪
宇
治
駅
、
国
鉄
宇
治
駅
ま
た
近

鉄
大
久
保
駅
か
ら
「
太
陽
が
丘
」
行
き
で
、
「
折
居

台
口
」
下
車
、
徒
歩
一
分
。

べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
毎
日
の
生

潰
石
Ｕ
た
め
に
避
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
問
題
と
い
え
未
了
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
消
費
者

は
送
り
手
で
あ
る
生
産
企
業
よ
り

も
、
商
品
に
つ
い
て
の
知
識
が
相

対
的
に
乏
1
1
に
‥
Ｉ
、
商
品
に
よ
る
事

故
が
起
孜
だ
場
合
、
そ
の
被
害
は

金
銭
に
と
芦
蛋
京
巫
命
や
健
康

に
ま
で
お
よ
ぷ
場
合
が
あ
り
未
丁
。

私
た
ち
は
、
賢
い
消
費
者
に
な
る

よ
ラ
努
め
ま
し
ょ
う
。

消
費
委
服
の
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
あ
す
の
暮
ら
し
は
わ
た
し
の

手
で
1
か
が
乱
器
’
」
。
そ
し

『
「
水
・
環
境
・
食
牛
活
・
健

康
」
を
中
心
に
、
調
査
結
果
の
発

表
や
問
題
畏
｀
を
行
い
ま
ず
。
簡

便
さ
の
中
で
、
大
切
な
も
の
金
｝
ハ

わ
な
い
よ
ｙ
つ
に
、
ご
自
分
の
家
庭

か
ら
見
直
し
て
み
ま
し
1
つ
。
ご

家
族
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
入
場
は
無
料
で
ｙ
。

催
し
物
の
ご
案
内

　
パ
ネ
ル
の
外
、
実
物
や
模
型
な

昂
展
示
。
大
人
も
子
ぐ
Ｒ
薬

‥
あ
、
ち
ょ
っ
と
驚
き
、
そ
し
て

応
に
な
る
内
容
で
す
。

’
水
・
環
境
・
食
生
活
・
健
康
（
展

示
）

・
市
内
各
河
川
の
汚
染
度
、
生

゛

ゆかいな広
場

男
生
思
状
況
・
飲
み
水
の
問
題

’
洗
剤
の
問
題
・
ご
み
の
問
題
・

Ｉ
婦
の
消
費
牛
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調

一
耳
結
果
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
の

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
一

おにぎり試食コーナー

雇
・
書
累
加
物
と
食
品
公
害

・
成
人
病
が
防
ぐ
食
生
活
・
栄
養

一
に
よ
る
食
事
診
断
・
生
鮮
食
料

が
出
回
り
詞
と
匝
咆
・
Ｓ
季
り

錘
・
保
存
食
の
紹
介
・
米
の
上

座
買
い
方
と
炊
ぎ
方
・
清
涼
飲

朱
と
吊
μ
も
の
健
康
。

〔
お
に
ぎ
り
試
食
コ
ー
ナ
ー

お
米
の
お
い
し
さ
と
栄
養
を
再

識
し
ま
し
ょ
う
。

手
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

布
の
端
切
れ
な
ど
で
作
っ
た
テ

イ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー
や
人
形
、
花
な

ぷ
そ
き
な
小
物
類
聚
展
示
。

★
生
活
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
暮
ら
し
に
役
立
つ
各
種
情
報
を

用
意
。
人
体
に
危
害
を
与
汲
だ
事

故
商
品
の
展
示
や
訪
問
販
売
の
対

処
法
な
ぐ
ぃ
）
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に

対
す
る
苦
情
は
、
消
費
牛
活
相
談

員
に
ご
相
談
匁

★
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
と
、
合
成
洗

剤
で
洗
っ
た
衣
類
は
、
洗
剤
に
含

ま
れ
で
い
る
蛍
光
剤
が
発
色
1
ま

す
。
あ
な
た
の
衣
服
も
発
仏
ず
る

の
で
は
・
・
・
？

★
モ
ニ
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
消
費
牛
活
モ
ニ
’
タ
ー
試
買
調
査

結
果
と
実
物
奎
展
示
。
簡
易
掃
除

器
ヽ
男
性
用
靴
下
、
泉
水
、
急

須
、
包
丁
研
ぎ
器
。

　
　
◇
◇
◇

　
宇
治
地
場
産
業

　
フ
ェ
ア
ー
も
開
催

　
宇
治
、
城
陽
、
久
世
産
業
振
興

協
議
＜
ｆ
ｉ
の
主
催
で
詐
ｐ
れ
ま
ず
。

　
▼
と
亭
・
・
十
一
月
十
Ｅ
出
土

一
日
㈲
、
午
前
十
時
～
午
後
四
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

外
▼
出
品
展
示
・
・
・
茶
、
陶
器
、
茶

染
め
ヽ
髪
ヽ
｀
俘
羞
糸
な

ど
。

いこい
の広場

宇
治
市
長
選
挙

1
2
月
2
日
告
示
・
9
日
投
票

会場付近図

教
育
委
員
に
服
部
さ
ん
を
選
任

　
　
　
　
　
　
宮
城
さ
ん
は
再
任

服部宏さん

　
こ
の
ほ
ど
、
九
月
定
例
市
議
会

で
、
服
部
宏
さ
ん
（
四
十
四
歳
）
が

新
教
育
委
員
に
選
任
同
意
さ
れ
、

ま
た
、
宮
城
宏
’
兄
（
五
土
ハ
歳
）

も
再
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
服
部
さ
ん
の
選
任
は
、
前
教
育

委
員
の
山
本
泰
雄
さ
ん
の
任
期
が

八
月
三
十
一
日
予
満
了
し
た
た
め

で
す
。

　
服
部
さ
ん
の
任
期
は
昭
和
五
十

九
年
十
月
八
日
か
息
〈
十
三
年
十

月
七
Ｅ
ま
で
、
宮
城
μ
ん
の
任
期

は
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
一
日
か

企
〈
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。

宇治市文化センター開館記念

宇治市民文化祭を

文化センターで開催

　宇治市文化センター開館を祝う記念行事

として、市民文化祭が11月3日から開かれ

ます。ご家族おそろいで、ご来場ください。

　発表の部　文化会館で

よ 11月3日出 11月4日（日）

午前の部
1脚～正午

午後の部
1時～5時

午前の郎
9時～正午

午後の部
1時～5時

大ホール 開会式3B
　unヽ

合唱 舞踊 合奏

小ホール　K羞t粋～吟詠 謡曲 三曲

　展示の部　中央公民館で
　11月3日＾トフ日齢・・生花・木石・盆栽・おもと・額装＆（ぱり絵・ッ
　（午輿≫～≫゛j”）押絵・ちぎり絵・球・水墨・俳頁）文芸（鑓
　　　　　　　　　K・俳句・エスペラント）淘工芸・手芸等’
　　　　　．茶席（抹茶’煎茶）U月3a‘4B°5S
　　　　　　　　　　　　　

　　　午前＼聘～午後＞峙
　　　　　　菊花の部10月22a～tl月10日’｀
　　　・霞薦の郎（市民綻葦簾）n月16日～11月2oa
………＝’…………・；………≒………写真の節（粛艮亨真裏）．’・1哨3O日祠2月48＊丿………＝・’．｀
……ド．．．．書道の鄭（市民書道JI）t2月7日～I2月1I日，，

主催：宇治市教育委轟会・宇治市民文化祭実行委員会

機構改革

文化センター開設に向け

　中央公民館など3館を新設

　
市
で
は
、
十
月
二
十
三
Ｂ
付

で
機
構
の
一
部
改
革
奎
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
早
治
市
文
化

セ
ン
タ
ー
の
開
館
に
向
け
、
市

民
の
皆
疹
か
の
文
化
箔
動
に
、

宇治市教育委員会の新機構図

事務局

宇治市中央公民館
　　（公民館係）

宇治市宇治公民館

教
育
長

よ
ひ
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
タ
提

供
す
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で

す
。

　
今
回
の
改
革
で
、
教
育
委
員

会
の
教
育
機
関
に
中
央
公
民
館
、

中
央
図
書
館
、
歴
史
資
料
館
の

三
館
か
薪
設
。
そ
れ
ぞ
れ
一
館

一
係
の
組
織
と
な
っ
で
い
ま
ず
。

　
こ
れ
ま
で
市
長
部
局
に
配
置

ｌ
ｉ
Ｋ
で
い
怠
2
史
資
料
室
は
、

歴
史
資
料
館
に
移
行
し
、
ま
た
、

宏
吊
公
民
館
の
事
業
係
は
中

央
公
民
館
の
公
民
館
係
へ
、
同

じ
ぐ
市
民
図
書
係
は
中
央
図
書

館
の
図
書
係
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

拡
大
再
編
。
な
お
、
宇
治
市
公

民
館
諾
否
公
民
館
と
改
称
さ

れ
、
木
幡
・
小
盾
の
二
館
と
共

に
地
区
公
民
館
と
し
で
中
央
公

民
館
と
連
携
を
図
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

宇治市木幡公民館

宇治市小倉公民館

宇治市中央図書館
　　（図書係）

宇治市歴史資料館

　　（歴史資料係）

教
育

機
関
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文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
、

豊
臣
秀
吉
は
伏
見
頴
と
城
下
町

伏
見
の
建
設
に
と
り
か
か
る
が
、

そ
れ
と
と
も
に
、
伏
見
の
南
に

広
が
る
巨
椋
池
の
中
に
、
京
治

か
ら
横
島
か
経
て
向
島
に
至
る

堤
（
横
島
堤
）
、
そ
れ
に
小
倉

・
向
島
間
、
淀
・
向
島
間
に
も

堤
（
小
倉
堤
、
淀
堤
）
夕
桑
き
、

き
り
に
伏
見
と
向
島
ｍ
ぷ
た

め
豊
後
橋
（
観
月
橋
）
を
架
橋

し
た
。
秀
吉
に
よ
る
こ
の
土
木

事
業
に
よ
っ
て
、
南
山
城
と
り

わ
け
牢
治
や
淀
の
地
形
が
一
変

し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
築
堤
に
と
も
な
い
従
来
と

は
ち
が
っ
た
交
通
体
系
に
な
っ

た
。古

ぐ
は
、
奈
良
と
京
都
あ
る

い
は
東
国
夕
結
ん
宮
是
奈
良

街
道
と
、
田
原
道
の
ほ
か
に
、

新
た
に
、
宇
治
と
伏
見
羞
ぷ

道
、
小
倉
か
ら
伏
見
に
至
る
道

の
二
つ
が
新
設
さ
れ
た
。
特
に

後
者
は
、
寺
田
（
城
陽
市
）
－

大
久
保
Ｉ
小
倉
－
伏
見
の
大
和

街
道
と
呼
ぼ
れ
、
奈
良
と
京
・

こ
と
に
な
る
。

こ
の
交
通
体
系
の
変
化
は
、

宇
治
に
と
っ
て
は
非
常
に
不
利

益
鶯
被
っ
だ
。
そ
の
ひ
と
つ
は

大
和
街
道
の
新
設
で
、
京
・
奈

良
間
の
通
行
は
、
今
ま
で
の
奈

良
街
道
に
代
わ
っ
て
大
和
街
道

が
利
用
さ
れ
る
ぷ
つ
に
な
り
、

宇
治
へ
の
通
過
が
減
少
し
た
こ

と
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
大
阪
と

宇
治
へ
の
道

伏
見
・
東
国
発
結
ぷ
主
要
街
道

に
成
長
し
て
い
く
。
ま
た
水
上

交
通
で
も
、
巨
椋
池
か
莉
用
し

て
い
た
淀
と
宇
治
津
・
岡
屋
津

の
航
路
は
、
棋
島
堤
に
よ
っ
て

巨
掠
池
と
竿
治
川
が
分
断
さ
れ

た
た
め
に
就
航
が
不
可
能
と
な

り
、
代
わ
っ
て
淀
・
伏
見
、
伏

見
・
宇
治
間
に
船
が
就
航
す
る

東
国
受
話
ぷ
中
継
点
で
あ
っ
た

宏
躍
や
岡
屋
津
が
、
横
島
堤

の
築
堤
に
よ
っ
て
、
そ
の
機
能

を
伏
見
港
に
奪
わ
れ
、
両
津
は

と
も
に
、
河
港
の
役
割
に
妬
果

た
さ
な
ぐ
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

古
代
以
来
、
牢
治
は
奈
良
街

道
と
宇
治
川
の
結
節
点
に
位
置

し
、
水
陸
交
通
の
要
衝
と
し
て

第
四
回
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
が
十
一
月
十
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
文

化
・
芸
術
の
秋
－
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
作
を

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

11日から木幡公民館まつり

こ
の
ま
つ
り
は
、
日
ご
ろ
公
民

館
や
地
域
妥
錫
し
て
い
る
人
々

の
一
年
間
の
活
動
成
果
を
発
表
し
、

目
互
交
流
を
図
る
た
め
に
開
い
て
一
い

手
］
。
こ
と
し
も
、
第
1
部
つ

ど
い
、
第
Ｈ
部
展
示
に
分
か
れ
て

ト
市
民
の
力
作
を
鑑
賞
（
昨
年
の
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
）

５
垣
し
て
き
た
。
し
か
し
、
秀

吉
の
こ
の
土
木
事
業
に
よ
り
、

宇
治
が
担
っ
て
き
た
機
能
は
伏

見
に
移
る
。
ま
も
な
ぐ
江
戸
時

代
と
な
る
が
、
宇
治
は
、
交
通

の
面
で
非
常
に
不
利
益
な
条
件

で
新
し
い
時
代
を
迎
兄
た
の
で

あ
る
。

圭
－
7

．
「
宇
だ
市
史
年
表
」
、
た
だ

お
り
、
模
擬
店
や
お
茶
席
、
親
子

ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ａ
ｊ
≪
5
設
け

ホ
チ
。▼

日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
会
場
・
：
木
幡
公
民
館
▼
共
催

・
：
第
4
回
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
実

行
委
員
会
、
・
宇
治
市
木
幡
公
民
館

（
木
幡
内
畑
3
4
の
7
、
豊
⑩
8
2

9
0
）
。
（
木
幡
公
民
館
）

◇

小
倉
公
民
館

第
3
7
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

今
か
ら
二
千
年
前
、
縄
文
（
じ

よ
ラ
も
ん
）
時
代
の
人
た
ち
は
、

第4回木幡公民館まつり日程表

い
ま
発
売
中
で
す
。

弥
生
時
代
か
ら
昭
和
五
十
七

年
ま
で
の
歴
史
事
象
を
年
代
順

に
記
述
し
た
「
早
治
市
史
年
表
」

を
市
文
化
セ
ン
タ
ー
内
歴
史
資

料
館
で
発
売
し
て
い
ま
ず
。
価

格
は
一
冊
四
千
円
で
、
購
入
を

希
望
ず
る
人
は
歴
史
資
料
館
ま

で
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、

郵
送
を
希
望
Ｔ
9
人
は
、
書
籍

ど
の
ぷ
つ
に
し
て
土
器
を
作
つ
た

の
で
し
よ
シ
か
。
あ
な
た
も
縄
文

土
器
を
作
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
Ｈ
月
1
7
日
出
、

午
後
2
時
～
4
時
半
、
お
話
し

「
縄
文
式
土
器
と
は
」
・
実
習
『
粘

土
で
士
器
づ
く
り
』
。
1
2
月
2
日

㈲
、
午
前
9
時
半
～
午
後
1
時
、

実
習
『
土
器
夕
焼
こ
う
』
▼
と
こ

ろ
・
：
小
倉
公
民
館
▼
講
師
・
・
・
市
教

育
委
員
会
職
員
▼
材
料
代
・
：
三
百

円
▼
対
象
…
小
学
校
4
年
生
以
上

の
児
童
・
生
徒
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
材
料
費
を

添
え
て
小
倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺

部 日時 内容

第

1

部

ｕ月11日剛

午前10時～午後4時

体操，コーラス、新舞ｄｉ、謡曲、

詩吟、太伍拳、空手這、古武道、

人形劇、映画（アニメーション）

11月11日剛

午前ｌｌ時～午後2時
模擬店

第

ＩＩ

部

1ＵＪ17日（Ｈ，18口（11）

午ＩＭ9時～乍後4時

絵両．陶芸、方道、俳句、ちぎ・Ｉ絵．

ハッチワーク、ｓａ芸植物、

その他手Ｘ芸品、活動発表など

11月18ＥｌＩＩＩ）

午後ｉ時半～3≫？半
陶芸実演

11月18日（日）

午前ｌＯ時～正午

午後ｉ時－3時
親子クラフトコーナー

11月18日剛

午前10時～午ａ3時
佼艇店ぉ茶席（一席200円）

代
に
、
郵
送
実
費
と
し
て
五
百

円
を
加
え
て
、
字
治
市
歴
史
資

料
館
（
早
治
市
折
居
台
一
丁
目

一
番
地
）
あ
て
に
必
ず
現
金
書

留
で
送
金
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま

た
「
宏
吊
呂
（
全
ハ
巻
）

も
発
売
し
て
い
ま
ず
。
第
二
巻

は
品
切
れ
。
価
格
は
各
巻
四
千

円
で
す
。

（
歴
史
資
料
館
）

治の諸道宇

内
9
1
、
豊
⑩
4
6
8
7
）
へ
。

（
小
倉
公
民
館
）

小
倉
公
民
館

第
ｉ
ｎ
回
子
ど
も
映
画
会

▼
と
き
・
：
1
1
月
1
0
日
出
、
午
後

1
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉

公
民
館
▼
上
映
フ
ィ
ル
ム
・
・
・
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
「
し
ろ
い
ぞ
う
」
1
3

分
、
「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
ミ
カ
ち
ゃ
ん

不
思
議
な
旅
」
2
1
分
。
児
童
劇
映

辻
栄
次
郎
さ
ん

自
治
功
労
者

宇
治
市
息
居
労
者
の
辻
栄
次
郎
さ
ん
（
伊
勢
田
町
毛
語
一
〇
一
〈
）
は
、
十
月
十
一
日
、
老
衰
の
た
め
死
去
さ
れ
声
巡
。
八
土
ハ
歳
。

回
「
長
ぐ
つ
父
さ
ん
」
4
1
分
。

幼
児
に
は
、
必
ず
保
護
者
が
同

伴
で
。
（
小
倉
公
民
館
）

小
倉
公
民
館

お
話
し
会

▼
と
き
…
1
1
月
1
4
日
叫
2
8
日

團
、
い
ず
れ
も
午
後
3
時
Ａ
時

半
▼
と
こ
る
・
・
小
倉
公
民
館
内
保

育
室
▼
内
容
・
：
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
▼

お
話
し
・
・
・
「
絵
本
の
き
会
員
▼

対
象
・
・
・
幼
嘔
示
学
校
低
学
年
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。
ま
た
、
児
章
又
学
サ
ー

ク
ル
会
員
に
よ
る
「
子
戸
も
の
本

に
つ
い
て
の
読
書
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

も
同
時
に
開
い
て
い
季
ゐ
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
小
倉
公
民
館
）

◇

　
中
央
図
書
館
の

開
館
記
念
行
事

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
宇
治
市

　
検
察
審
査
会
と
は

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
μ
ｒ
し

な
ど
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た

の
に
、
検
察
官
が
犯
人
を
裁
判

に
か
け
て
ぐ
れ
な
い
Ｉ
こ
の

た
こ
と
の
碑
し
あ
し
忿
倶
重
に

審
査
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
審
査
員
は
法
律
の
専
門
知
識

な
戸
ほ
必
要
な
ぐ
、
一
般
の
健

全
な
常
識
を
備
え
て
い
れ
ば
十

分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
ラ
な
不
満
が

あ
る
人
の
た
め

に
検
察
審
査
会

制
度
が
あ
り
ま

す
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

辻
さ
ん
は
、
小
倉
村
村
会
議
員

や
宇
治
市
会
議
員
、
宇
治
市
民
生

委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
そ
し
て

昭
和
二
土
〈
年
七
月
か
ら
千
八
年

間
宏
吊
農
業
委
員
全
賞
翠
歴

恬
¢
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
に
尽

力
洽
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福

を
お
祈
り
い
た
し
柔
7
．

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
の
開
館
記
念

行
事
と
し
て
、
映
画
会
や
講
演
心
一

な
ど
を
開
雁
垂
ｙ
。

〈
映
画
〉

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
4
日
面
、
午
前

1
0
時
半
ふ
…
時
部
分
▼
上
映
フ
″

ル
ム
・
：
「
宇
治
の
春
」
（
昭
和
2
6

年
当
時
の
宇
治
の
風
景
）
。

〈
講
演
〉

▼
と
き
・
：
1
1
月
4
日
面
、
午
前

1
1
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
図

書
館
集
会
室
▼
テ
ー
マ
・
・
・
お
茶
の

ふ
る
さ
と
ま
で
日
本
茶
の
歩
み

Ｉ
▼
講
師
・
：
歴
史
資
料
館
職
員
。

〈
資
料
の
展
示
〉

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
4
日
剛
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
（
た
だ
し
、
前

記
行
事
時
間
中
は
除
ぐ
）
▼
と
こ

ろ
・
・
・
中
央
図
書
館
簒
壁
▼
展
示

品
…
中
央
図
書
館
所
蔵
の
お
茶
に

関
す
る
本
。

各
行
事
と
も
無
料
で
す
。
問
い

合
わ
せ
は
中
央
図
書
館
（
雲
⑩
1

5
1
1
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

候
補
者
か
選
び
拿
ｆ
。
京
都
検

察
審
査
会
で
は
、
管
内
の
市
町

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
審
査
員
の

侯
補
者
名
簿
に
蔑
つ
い
て
、
再

び
く
じ
で
審
査
員
か
庚
め
ま
す

選
ば
れ
た
審
査
員
は
、
老
齢

者
や
学
生
な
ど

法
律
で
認
め
ら

検
察
審
査
会

検
察
審
査
会
で
は
、
広
ぐ
選

挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
、

一
般
の
市
民
を
代
表
し
て
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ

審
査
員
の
選
び
方

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

十
一
月
二
日
に
選
挙
人
名
簿
に

驀
つ
い
て
、
く
じ
で
審
査
員
の

つ
て
い
未
了
。
あ
な
た
が
検
察

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、

進
ん
で
務
め
を
果
た
し
て
い
た

だ
き
示
す
ぷ
っ
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

れ
た
握
口
外

は
、
辞
退
で
き

な
い
こ
と
に
な

十
月
一
日
の
電
化
開
業
で
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
牽
き
っ

た
国
鉄
奈
良
線
。
住
民
の
利
便
を
図
る
た
め
、
電
車
ｍ

発
し
で
い
る
外
、
こ
の
程
、
宇
治
駅
に
「
み
と
ひ
の
窓
口
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
電
化
開
業
か
ら
、
今
後
の
複
線
化

Ｍ
ｉ
ｌ
・
期
に
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
沿
線
住
民
の
利
用
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
み
ど
り
の
窓
口
」
が
開
設

全
線
き
っ
ぷ
を
即
時
に

国
鉄
で
は
電
化
鷺
機
に
、
宇

治
駅
を
拠
点
駅
と
し
て
整
備
し
、

跨
線
（
こ
せ
ん
）
橋
の
設
置
・
や

数
々
の
観
光
の
催
し
を
企
画
。

快
適
で
利
用
し
や
す
い
交
通
機

が拠点整備
国鉄

「宇治駅」

利用高めて早期複線へ

関
の
充
実
が
図
ら
元
て
い
ま
ず
。

電
化
開
業
以
来
、
栄
治
駅
で

の
乗
客
数
は
約
四
割
ア
″
プ
し

て
い
未
了
。
現
在
の
増
車
分
は

あ
ぐ
ま
で
も
臨
時
列
車
で
あ
り
、

こ
の
一
年
間
の
利
用
客
数
が
少

な
け
れ
ば
取
り
消
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
「
み
ど
り
の
窓
口
」

は
、
利
用
数
が
多
い
と
大
型
電

算
機
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
未
了
。

「
み
ど
ひ
の
窓
口
」
で
は
、

国
鉄
全
線
の
指
定
券
（
特
急
券

・
グ
リ
ー
ン
券
・
寝
台
券
・
指

定
席
券
）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

り
、
即
時
に
購
入
で
き
未
了
。

指
定
券
や
遠
距
離
の
き
っ
ぷ

は
、
地
元
の
国
鉄
宇
治
駅
（
豊

⑤
2
0
6
1
）
へ
電
話
で
申
し

込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
指
定
券
は
、

乗
車
の
一
ヵ
月
前
（
前
月
の
同

日
）
の
午
前
十
時
か
ら
全
国
一

斉
に
発
売
0
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
（
企
画
課
）

▲電化により利用客が4割アップ（国鉄宇治駅）
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保
育
所
の
入
所
申
請

1
2
月
1
1
日
か
ら
受
付
を
開
始

昭
和
六
十
年
度
の
保
育
所
入
所

申
請
の
受
け
付
け
を
次
の
要
領
で

行
い
未
了
。

〈
申
し
込
み
が
で
き
る
人
〉

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
現
在
で
、

生
堡
（
ヵ
月
以
上
六
歳
末
満
の
乳

幼
児
で
、
母
親
が
家
庭
ま
た
は
外

で
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病
気
な

ど
で
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
限

り
ま
す
。

〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉

申
込
用
紙
は
、
十
一
月
十
二
日

聞
以
降
に
各
保
育
所
（
園
）
ま
た

は
、
福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お
渡

し
し
ま
す
。

申
請
に
は
、
母
親
の
在
職
証
明

書
な
ど
保
育
で
き
な
い
旨
の
証
明

書
が
必
要
で
す
。
早
め
に
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

〈
入
所
受
付
日
と
場
所
〉

下
表
を
参
照
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

木
幡
平
尾

演
口
雅
行
ち
ゃ
ん

指
定
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
で
き

な
い
人
は
、
十
二
月
二
十
八
日
胞
、

午
後
三
時
ま
Ｉ
居
行
け
康
す
。

〈
引
き
続
き
入
所
希
望
の
場
合
〉

昭
和
六
十
年
度
も
引
き
続
い
て

入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
入
所

申
請
書
と
保
育
で
き
な
い
旨
の
証

明
書
な
ど
を
十
二
月
十
日
囲
か
ら

十
五
日
出
ま
で
に
現
在
入
所
中
の

保
育
所
（
園
）
へ
提
出
し
で
ｙ
ｙ
だ

さ
い
。

　
産
休
明
け
・
昼
間
里
親
保
育

申
し
込
み
も
受
け
付
け

　
昭
和
六
十
年
一
月
三
十
一
日
ま

で
に
出
生
届
け
出
が
さ
れ
た
、
生

堡
ハ
週
間
以
上
の
乳
児
に
つ
い
て

も
保
育
の
申
し
込
み
が
で
或
歪
す
。

対
象
保
育
所
（
園
）
は
、
北
木

幡
・
善
法
・
宇
治
・
横
島
・
北
小

まさゆきちゃんは、砂遊びが大

好きな男の子。公園で、元気いっ

ぱい遊ぶのが大切な日課です。

この欄に掲載するお子さん（58年

11月生まれ）を募集します。広報課

（雲＠3141）へご連絡ください。
Ｘごノじ

保育所入所申請の受付日程表

月日 受付場所 ｔｉ象保育所（園）

12／1ｌ幻

木幡保育所北木幡保ｆｉ所．のＩｆ）保育園．木幡イ累育所．明な保育ＳＢ．なかよし保青ｌ

西小倉保育所 伊勢田保育園．ｉＳ浦保育園．西小倉保育所．北小倉（＊育所

ｎ／謝
同胞保育園同ｍ保－ｎ園．くりくま保ｆｔ88．大久保保育所

いずみ保育園 いずみ保宵園．横島保育所

12／13Ｗ

小倉双葉園保育所広野保育所．ひいらぎ保育園．小倉双葉圃保育所

三室戸保育園 三室戸保育園．あさひ保冑園．宇治保育所

善法保育所善法保育所

12／2咽福祉事務所

保育ａ
全保育所（園）

12／21（4）

○受付時間は、いずれも午前ｉｏ時～午後3時です。

倉
・
小
倉
双
葉
園
・
大
久
保
保
育

所
と
明
星
・
あ
さ
ひ
・
く
り
く
ま

保
育
園
の
十
ヵ
所
（
園
）
で
す
。

ま
た
、
保
育
所
（
園
）
の
ほ
か

に
、
個
人
の
家
庭
で
保
育
か
ず
る

昼
間
里
親
制
度
の
利
用
者
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
六
十
年
一
月
三
十
日
困
、

三
十
一
日
俐
の
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
に
保
育
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
（
保
育
課
）

就
学
時
の
健
康
診
断

1
1
月
5
日
か
ら
各
学
校
で

市
教
育
委
員
会
で
は
、
十
一
月

五
日
か
ら
就
学
時
の
健
康
診
断
を

各
学
校
や
好
い
毒
了
。

来
年
四
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学

す
る
の
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月

二
日
か
ら
五
十
四
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
次
れ
た
幼
児
で
す
。
対
象

と
な
る
子
μ
も
の
保
護
者
の
皆
さ

お
知
ら
せ

（
財
）
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
職
員
を
募
集
Ｏ
事
務
職
員
…
昭
和
2
7
年
Ｈ
月
1
日
以
降
に
生
次
れ
、
市
内
在
住
で
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
と
経
理
事
務
の
知
識
夕
肴
す
る
女
子
。

ん
に
は
、
十
一
月
初
旬
ま
で
に
個

人
通
知
を
1
示
ｙ
。
就
学
予
定
の

幼
児
ぱ
、
必
ず
受
診
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
な
お
、
期
日
ま
で
に
通
知
が

届
か
な
い
場
合
は
、
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
）

―
入
。
○
技
術
職
員
・
・
・
昭
和
2
3
年

Ｈ
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ
、
市
内

在
住
で
高
等
学
校
電
気
課
程
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
男
子
。
―

人
。
〈
第
Ｌ
次
試
験
〉
▼
と
き
・
・
・

Ｈ
月
7
日
困
、
午
前
1
0
時
▼
と
こ

ろ
山
落
市
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
申

し
込
み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
‥
1
1
月
1
日
か
ら

5
日
午
後
5
時
ま
で
に
宇
治
市
文

化
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
。
郵
送
不

可
。
（
市
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
局
）

　
街
灯
料
金
の
補
助

市
で
は
、
町
内
会
や
自
治
会
が

管
理
す
る
街
灯
の
電
気
料
金
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
す
る
額
は
、
①
街
灯
数
×

人工透析にも適用の特例

昭和60年度

宅地並み課税農地説明会

11月19日から7会場で

既
に
宅
地
並
み
課
税
が
さ
れ
て

い
る
農
地
に
加
え
て
、
昭
和
六
十

年
度
の
、
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
評
価
額
が
、
三
万
円
以

け
い
光
灯
2
0
Ｗ
の
定
額
料
金
一
ヵ

月
分
（

2
4
4
円
）
Ｘ
ｐ
一
ヵ
月
×
3
分

の
Ｉ
、
②
1
0
月
分
電
気
料
金
χ
（
Ｍ

ヵ
月
×
3
分
の
1
の
ラ
ち
、
①
ま

た
は
②
の
多
尽
か
低
い
方
で
す
。

す
で
に
、
各
町
内
会
長
さ
ん
に

申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
未
了
の

で
、
十
一
月
三
十
日
胞
ま
で
に
都

市
整
備
失
対
事
業
課
へ
提
出
欠

（
都
市
整
備
失
対
事
業
課
）

　
教
育
講
演
会

▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
9
日
宙
、
午
後

1
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
▼
演
題
と

講
師
・
・
・
「
子
戸
石
の
発
達
と
教
育
」

―
乳
児
期
か
ら
中
学
生
ま
で
Ｉ
府

立
聾
学
校
教
頭
、
藤
井
進
さ
ん
▼

保
育
・
：
2
歳
以
上
の
幼
児
▼
問
い

合
わ
せ
・
：
学
校
教
育
課
へ
（
豊
⑩

身
一
体
障
害
者
で
健
康
保
険
被
保

険
者
本
人
に
つ
い
て
は
、
・
こ
れ
ま

で
更
生
医
療
の
適
用
は
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
去
る
十
月
一
日
か

ら
の
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
本
人
一
割
負
担
が
生
じ
た

た
め
、
健
康
保
険
法
本
人
に
つ
い

て
も
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基

づ
く
更
生
医
療
の
適
用
が
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
三
十
日
以
前
か
ら

非
指
定
医
療
機
関
下
ハ
エ
透
析
を

受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
も
、
今

回
特
例
と
し
て
更
生
医
療
の
適
用

宅地並み課税農地の説明会日程表

話凋％卯詣謡詣
％

（月） 月日

宇治

市農

協本

店

宇治

市農

協東

宇治

支店

宇治

市農

協大

久保

支店

宇需

儒ｇ

雲

店

宇治

市農

協

／Ｊ＞倉

支店

宇治

市農

協横

鳥支

店

宇治

市農

協宇

治支

店

会

場

横鳥

町大

町13

－＠

12

41－

五ヶ

庄西

浦41

－⑩

25

5○－

大久

保町

南ノ

□55－

○5

72

1－

伊勢

田町

中山

2

－Ｏ

44

51－

／μ倉

町久

保99

－○

21

38－

棋鳥

町大

幡26

－Ｏ

30

07－

宇治

若森

11

1

－Ｏ

Ｏ6

36－

所

在
地

電話

番号

上
の
農
地
に
も
宅
地
並
み
課
税
が

実
施
さ
れ
未
了
。
こ
れ
は
、
五
十

七
年
度
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る

も
の
で
、
実
施
に
際
し
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所
・
：
右
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
7
時
～
9
時
。

（
1
1
月
2
8
日
は
午
後
1
時
半
Ａ

3
1
4
1
）
（
学
校
教
育
課
）

　
市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
：
1
1
月
Ｈ
日
㈲
（
雨
天

は
1
8
日
）
、
午
前
8
時
半
、
国
鉄
京

都
駅
正
面
東
口
京
都
バ
ス
乗
車
場

前
に
集
合
ｙ
コ
ー
ス
＝
・
四
都
駅
～

（
バ
ス
）
～
清
Ｍ
－
愛
宕
神
社
～

月
輪
寺
～
清
滝
（
解
散
）
約
1
5
＊

（
健
脚
向
き
）
▼
持
参
品
・
：
弁
当
、

水
筒
、
雨
具
▼
交
通
費
・
：
各
自
負

担
▼
問
い
〈
Ｂ
せ
・
：
木
村
長
次
さ

ん
（
豊
曾
6
3
3
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
6
日
㈹
～
1
2
月

1
日
出
の
毎
週
火
・
土
曜
日
で
8

日
間
、
い
ず
れ
も
午
後
7
時
半
Ｌ

9
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
岡
屋
小
学
校

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人

は
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
福
祉

課
刄
于
続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
特
例
は
、
期
日
ま

で
に
申
請
手
続
き
か
さ
れ
た
人
だ

け
に
限
ら
元
て
い
未
了
。
生
月

三
十
日
以
降
は
、
従
来
ど
お
り
4

体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
指
定
医

療
機
関
歪
諺
拳
受
け
る
場
合
だ

け
適
用
さ
れ
求
心
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

お
問
い
ｉ
Ｋ
ｉ
＼
は
福
祉
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
福
祉
課
）

時
半
と
午
後
7
時
1
9
時
）
ｙ
問

ｋ
Ｂ
ｔ
・
：
資
産
税
課
へ
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
。
（
資
産
税
課
）

―
税
を
知
る
週
間
―

税
金
な
ん
で
も
相
談

　
十
一
月
十
一
日
か
ら
。
税
を
知

体
育
館
▼
対
象
・
：
初
・
中
級
者
▼

定
員
・
：
3
0
人
▼
参
加
料
・
：
五
百
円

▼
申
し
込
み
…
市
民
体
育
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
卓
球
教
室

▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
7
日
出
Ｉ
ｐ
一
月

1
日
出
の
毎
週
水
・
土
曜
日
で
8

日
間
、
い
ず
れ
も
午
後
7
時
1
9

時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
横
島
小
学
校
体
育

館
▼
対
象
…
社
会
人
▼
定
員
・
：
3
0

人
▼
参
加
料
・
：
五
百
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
市
民
体
育
課
（
き
⑩
3
1
4

女子駅伝選手
と一緒に走ろ
う

る
週
間
”
が
始
ま
り
未
丁
。
税
金

か
ｍ
し
ぐ
理
解
し
て
い
た
だ
ぐ
た

め
に
、
次
の
行
事
を
催
し
ま
で
］
。

ぜ
ひ
、
お
越
Ｌ
￥
だ
さ
い
。

〈
税
金
な
ん
で
も
相
談
室
〉

▼
と
き
・
と
こ
や
・
・
1
1
月
1
2
日

囲
＝
ニ
チ
丿
大
久
保
店
、
1
1
月
1
3

日
脚
ふ
落
市
民
会
館
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▼
主
催
・
・
・
税
務
署
・
京
都
府
・
宇

治
市
・
税
理
士
会
。

〈
み
ん
な
の
暮
ら
し
と
税
金
展
〉

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
Ｈ
月
8
日

出
～
1
3
日
脚
↓
大
丸
京
都
店
。

〈
税
に
関
す
る
催
し
物
〉

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
1
1
月
1
2
日

囲
～
1
4
鳳
Ｔ
京
都
近
鉄
百
貨
店
。

（
市
民
税
課
）

―
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
市
民
マ
ン
ド
リ
ン
教
室

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
7
日
困
～
6
0
年

3
月
1
日
困
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
、

午
後
7
時
1
9
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
公
民
館
▼
対
象
…
高
校
生
以
上

（
経
験
不
問
）
▼
定
員
…
2
0
人
▼

参
加
費
…
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
実
費

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
岡

本
茂
樹
さ
ん
（
き
0
3
1
4
5
）

か
社
会
教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
。
（
社
会
教
育
課
）

「はばたく京都のスポーツ推進大会」協賛参加

とき11月11日（日）午前9時～正午

ところ菟道第二小学校運動場（雨天中止）

コース菟二小→太陽が丘→市役所→菟二

小（ジョギング3ｋｍ、駅伝7．2㎞）

日程開会式、ジョギング大会（9時半）

駅伝競争（11時）．閉会式

主催／宇治市・宇治市教育委貝会・第43回国民体育大会宇治市準備委貝会・

宇治市体育振興会連合会主唱／京都府・京都府教育委員会・第43回国民体

育大会京都府準備委貝会・勁京都府体育協会後援／宇治市体育指導委貝会・

勢宇治市体育協会
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全国青少年健全育成強調月間

11月10日中学生の主張大会

十
一
月
は
、
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
で
す
。
青
少
年
の

問
題
行
動
は
、
最
近
や
や
落
ち
着

い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、

「
不
涵
「
抑
う
つ
」
「
無
気
力
」

な
μ
と
言
っ
た
心
理
的
な
健
康
の

あ
り
方
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
た
く

ま
し
ぐ
生
き
る
力
か
垣
え
る
ぶ
つ
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
で
健
全
育

成
余
弦
進
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
強

調
月
間
の
期
間
中
、
関
係
団
体
と

協
力
し
て
「
中
学
生
の
主
張
大
命

を
は
に
汲
汲
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
街
頭
啓
発
・
：
1
1
1
1
月
4
日
旧
、
午

後
3
時
～
5
時
、
市
内
各
所
で
。

▼
第
3
回
宇
治
市
「
中
学
生
の
主

張
大
合
…
Ｈ
月
1
0
日
出
、
午

後
1
時
半
1
4
時
半
、
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
で
。

▼
第
6
回
青
少
年
に
よ
る
グ
リ
ー

ン
宇
治
運
動
・
・
・
Ｈ
月
2
5
日
面
、

午
前
9
時
半
～
Ｈ
時
半
、
府
立

宇
治
公
園
（
塔
の
島
）
と
市
内

各
所
で
。
（
青
少
年
対
策
室
）

▲健やかな成長は皆なの願い

‐
Ｉ
自
1
1
ｅ
1
1

暴
力
追
放
と
少
年
非
行
防
止

宇
・
城
・
久
住
民
大
会

地
域
社
会
か
ら
暴
力
名
蓑
し
、

平
穏
で
安
全
な
市
民
牛
屈
の
実
現

を
目
指
す
と
共
に
、
少
年
非
行
を

防
ぎ
健
全
育
成
夕
羅
一
進
す
る
た
め

に
、
住
民
大
命
一
を
開
き
ま
す
。

こ
の
大
合
一
は
、
宇
治
防
犯
協
会

が
主
催
し
、
宇
治
警
察
署
、
宇
治

市
、
城
陽
市
、
久
御
山
町
が
主
唱

し
て
行
幻
れ
未
了
。

最
近
の
宇
治
地
域
の
暴
力
団
は
、

表
面
的
な
動
き
こ
そ
目
立
た
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
手
口
が
悪
質
、

巧
妙
化
し
決
し
て
予
断
か
評
さ
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
乖
ｙ
。
ま
た
、

少
年
の
問
題
行
動
は
、
低
年
齢
化

の
傾
向
が
見
ら
れ
、
家
庭
と
学
校

が
一
体
と
な
り
、
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
未
了
。

市
で
は
、
市
民
団
体
夕
始
め
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
夕
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
、

会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
が
市
内
を
運

行
。
詳
し
ぐ
は
、
企
画
管
理
部
総

務
課
へ
お
問
い
ふ
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
1
1
月
1
1
日
間
、
午
後

1
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城
陽
市

立
寺
田
南
小
学
校
体
育
館
（
城
陽

市
寺
田
新
池
2
3
）
。

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

ー健保法改正援よる一割負担ー

更生医療は公費で

宇治市民ジョギング　駅伝競

走大会
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献血

●9日（粟村金属工業㈱13時半～15時判。（保健予防課）

不用犬・猫の引き取り

●13日（木幡公民分館10時40分発、小倉公民館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇治保健所11時半着）。（環境保全課）

相談あんない

●青少年相談（20日、市民会館13時～16時）青少年問題の悩みなど、お気軽にお越しください。－●京都府交通事故巡回相談（7、21日、京都府宇治地方振興局ａ⑩2970，9時－16時）交通事故の法律問題、示談のしかた、賠償額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど。

社会福祉協議会の法律（定員10人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は，59年度版「市民カレンダーと

手びき」に描載。ご利用ください。

このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（ａ⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜日の9時～16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（豊⑩5652）で。

筒型乾電池を回収

11月5日から燃えるゴミの収集日に

市では、来る日月5日から筒型乾電池を有害ゴ

ミとして分別収集します。燃えるゴミと区別して

決められた曜日に定点に出してください。

こうなります…乾電池の回収

筒型乾電池は

・集める日時燃えるゴミの収集日のうち月・火・水曜に当たる日時。・出し方ｉＳ明のビニール袋に入れ。ロをしっかりしばる。・出す場所ゴミ定点の横に区別して置く。

ボタン型乾電池は

・電気・器具店カメラ店、時計店などにあるボタン型乾電池回収？Ｓへ。
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燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22ー3141）し尿（城南衛生管理組合電話075ー631－5171）

11／117累警Ｕ詔‰。ｆｆｆｆｌＳ）宇治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

122西’国以、Ｈ．Ｓｆゝノ（府道両側）、南端（国鉄以東）
224芝ノ東（府道以東）、広岡合、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ219内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）

526南山（Ｂ）、金草原
627南山畑．北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
728北畠、桧尾．平尾、須留

六地蔵（全域）木幡（Ｍ原、北島、西中、内畑、大瀬戸．西浦、

320中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

829花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部
930北御咸山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町ー、炭山全域
1012／1賤箭芒禰：訂譜：昌伊゛岬）ヽ”之内（国鉄以西）、河原、北島、徳永、柿

1212／3内畑丙巾巾村（国鉄以西丿±節戸ｆ国鉄以西）捨ノ吏丙浦能小政南ｆｆｉｆ同鈴以珊
木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

521原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西浦、新開、平野、折坂、福角、一・二・三番・

割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）菟道（平町）

1312／4大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）西浦一部
15寺界道、古川、西田、北ノ庄野添、谷前、西浦一部梅林官有地、大林一部
16西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
17福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
19車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
20車田、丸山、出口（国鉄以西丿森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内．京大宿舎）

622菟道（平町を除く全域）明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本．乙方、東内．又振、山田）

21福角（国鉄以東）、折坂（府道以東）、平野、一番割二番割、三番割一部
20笠取

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地娃
122田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ・

宇治（里尻．小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、

723池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

北ノ山．山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋表、久保、南ノロー部、西畏、寺山（国鉄以西）、224寺山（翠光園団地）

寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山．一里山（府道以南、市道以東）、中島、526石塚（心華寺通り以西）

627東畏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）826神明（全域）

宇治（蛇塚、大谷、野神一部）琵琶台（全域）

広野町（小根尾一部）

728小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北
野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、829壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

930下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
1012／1蓮華、乙ｚ＞λ東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸山本、荒棋、田中、大ａ内妙見、志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、1212／3池山．谷下り（国鉄以東）、出ロ（国鉄以東ｊ

927回ｍ（．昌訂ｍ＜惣）、ｎ、中ａ、ＡＯｊ）

西大久保府営住宅（ｉ～2ｏ棟）

し尿収集の届け出を

家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置な
どでし尿収集届出に異動があ

ったときは、市役所清掃事務
所へ届け出てください。

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

・゛町覧％盲Ｐヽ東裏ヽ゛ヽ“゛゛

1228大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日森．－ノ坪．島前、122大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

224中山（近鉄以西）、毛語、若林
526羽拍子町
627蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒．新中

ノ荒、’ウトロ、南山）1329開ＨＩ（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、0．椋，平盛、井ノ尻、，南ノロー部）

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、728神楽田（山中含む）

829戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、小桜
930東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
1012／1ｍｍ合（4の通り以降～13の通りまで）
1212／3雨浦（100～110、84～96、30～33）、大尽団地、山際一部
1312／4ｍｍ、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

宇治（半白）・小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）143ｏ

蒜頴胆？）、ｎ、＃Ｋ．中ｉ、。）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貰、1412／5郡、石橋（大川原線以東）

15老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

小倉町（南浦．山際．京銀前から南京信前までの市

1512／3道筋以南の西浦）伊勢田ＴＯ（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

東山、天王、寺内一部．蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、16十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

17寺内、西浦
19ｍｍ池ぐ本通り以北）、南堀池（本通り以南）

小倉ＴＯ（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前1612／4までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

20南堀池（大和、田中）、堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、21中ノ田、名木、浮面、安田町全域

－
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11月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
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